
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.38 3.36

Ⅰ.(2) 3.43 3.45

Ⅰ.(3) 2.40 2.86

Ⅱ.(4) 2.76 2.91

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.05 3.21

Ⅱ.(8) 2.84 3.25

Ⅱ.(9) 2.69 3.13

Ⅱ.(10) 2.94 3.16

Ⅱ.(11) 2.61 3.04

Ⅱ.(12) 3.20 3.41

Ⅱ.(13) 3.24 3.37

満足度 Ⅱ.(14) 3.18 3.29

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 54.0% 4.6% 10.3% 3.4% 25.3%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

①授業計画の達成度について

　今年度のシラバスが前任者による作成されており、今年度担当者
の構想を組み込めなかった。理解を深めるための授業方法として、
グループワークや発表会を取り入れたかったがシラバスとの齟齬
を回避することを重視した。
　すべての評価項目において平均点以下であるため、授業前の課
題の提示の仕方、授業展開、授業方法などを見直す必要がある。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.18 3.29

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2015年度　前期
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　比較的真面目に学生は授業に取り組んでいたため、授業は進め
やすかった。3人の教員で授業をしたことが、専門性は高めたもの
の、教員が変わることによる問題の声もあったため、今後検討した
い。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.07 3.22

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

2.92 3.18

　全般において授業の見直しを行い、学生主導の授業とし、授業の
たびに学びの確認や達成感などを評価したい。
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